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１．具体的な事例について
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中間報告 分野 事例（案） 対象者（案）

提案②

文化的価値の普
及・啓発

教育
• 学校現場での歴史・文化教育に関
する取組

• 歴史文化教育を行っている自治体
関係者など

離島
• 離島における伝統文化（芸能・工
芸等）を活用した地域振興の取組

• 離島振興の企画・プロデュースに
携わっている方・機関

提案③

新たな価値（魅力）
の創出

異分野
連携

• 観光分野など他産業、芸能と工芸
など異分野と連携した取組

• 大学、関係機関等と連携した取組
を実践している方・機関

 琉球文化ルネサンスの実現に向けた実効性のある提言のとりまとめに向け、万国津梁会議で
の議論に加え、具体的な事例等についての検討や関係者ヒアリング等を実施する。

 なお、具体的に検討・ヒアリングするテーマ（事例）については、昨年度の会議でいただいた意
見などを参考に、「教育」「離島」「異なる分野が連携した取組」を中心に選定していく。



２．検討内容について
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テーマ（案） 検討内容（案）

提案②

文化的価値の普及・啓発

文化体験や継承活動の機会の創出による
本質的価値の普及・啓発

教育機関や企業などと連携した歴史・文化
を学ぶ機会の充実

関係機関の連携による文化情報の効果的
な発信

学校現場での歴史・文化教育に関する取組

• 教育課程特例校制度等の既存制度を活用した取組の現状と課
題

• 指導者育成の現状と課題
• 専門人材の活用、ネットワーク化に必要なこと

離島における伝統文化（芸能・工芸等）を活用した地域振興の取組
• 離島における専門人材の活用、支援方法について

• 文化振興に関する広域連携の手法（人材育成、ネットワーク化な
ど）

• 伝統文化の振興アイデア

提案③

新たな価値（魅力）の創出

伝統文化を継承しながら、時代のニーズに
沿った新たな価値や魅力の創出

観光など異なる分野との連携、工芸と芸能
など伝統文化間の連携による取組

最新デジタル技術を活用した取組の推進

異分野（観光分野・伝統×芸能など）と連携した取組

• 観光×伝統文化、芸能×工芸、工芸×料理など、異なる分野が
連携した取組のアイデア

• 異なる分野が連携しやすくするための仕組みについて
• 先進的な取組を広めていくためのアイディア



３．事例検討の進め方について
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案１：ワーキンググループによる検討会

 万国津梁会議の委員や特定分野に関する関係者によるワーキンググループで

の検討内容を会議での議論にフィードバックする。

【検討会（ワーキンググループ）の構成（例）】

検討テーマに関する専門的知識やネットワークを持つ、委員や関係者にて構成

琉球文化に関する知識や現場の課題を理解している方

琉球文化の特定分野または関連する分野について、先進的な取組を実施している方

今後の推進体制においても関われる方

案２：関係者ヒアリング

 離島での取組については、関係者へのヒアリングを行い、会議での議論にフィ

フィードバックする。

ワーキンググループ、関係者へのヒアリングなどを通じて事例の検討を進めていく。


